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2002年 ノーベル物理学賞 

スエーデン王立科学アカデミーは２００２年ノーベル物理学賞を、その半分を”天体物理学とくに宇宙ニュー

トリノの検出にパイオニア的貢献”をしたペンシルヴァニア大学物理・天文学科(米国、フィラデルフィア)の

レイモンド・デイヴィス・ジュニア(RAYMOND  DAVIS  JR)、および東京大学素粒子物理国際研究センター(日

本)の小柴昌俊 の２氏に、残り半分を“宇宙Ｘ線源の発見を導いた天体物理学へのパイオニア的貢献”に対

し、アソシエイティド・ユニヴァーシティ社（米国、ワシントン DC）のリカルド・ジャコーニ(RICCARDO  

GIACCONI)氏に贈ることを決定した。

 

宇宙の２つの新しい窓 

地球は宇宙粒子や他のタイプの放射線の耐えざる束

の通り道にある。本年度のノーベル物理学賞受賞者

は、これら宇宙の超微小成分を用いて、太陽、星、

銀河、超新星など、超巨大なものに対する我々の理

解を増進させた。この新しい知はわれわれの宇宙観

を変えた。 

 

ニュートリノと呼ばれる不可思議な粒子の存在は

1930年という早い時期にウルフガング・パウリ(1945

年ノーベル賞受賞)によって予測されていたが、その

存在を証明するのに25 年が必要だった（1995 年ノ

ーベル賞受賞のフレデリック・ライネスによる）。ニ


